
































































































































































































































































　東京高判昭和51年 5 月27日東高刑時報27巻 5 号67頁（判例 5 ）も、強盗罪










10　早稲田法学会誌第68巻 1 号（2017） 強盗罪の自由侵害犯的構成について（ 2 ・完）（芥川）　11
行に当ることは勿論である」として強盗罪の成立を肯定する。東京高判昭和
















































































































































































































































































































































































































































































































































































28　早稲田法学会誌第68巻 1 号（2017） 強盗罪の自由侵害犯的構成について（ 2 ・完）（芥川）　29
人身危険に乏しいと理解できるかもしれない。しかし、裁判例では、小型の刃物が













































（115）札幌高判平成26年 7 月10日 LEX/DB 25504414が示唆に富む。原判決（旭川地









（116）特に、 拙稿 「不作為の暴行による強盗罪の成否 -BGH, Urteil vom 15. 10. 2003, 
2 StR 283/03, BGHSt 48, 365-」早稲田法学87巻 1 号（2011年）181頁。
（117）拙稿・前掲注（32）118-126頁。

